
















8.9%

12.2%

13.6%

28.7%

36.9%

30.2%

24.3%

20.7%

16.2%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施者

検討者

12.3%

25.4%

20.1%

37.0%

41.0%

23.3%

18.1%

9.6%

8.4%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施者

検討者

10.9%

19.3%

17.4%

33.2%

39.3%

26.5%

20.7%

14.7%

11.7%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施者

検討者

a.50万円未満 b.50～100万円未満 c.100～200万円未満 d.200～300万円未満 e.300万円以上

（ p.8 ）

【６】 補強工事検討者の予算感と工事実施者の工事金額の差

木耐協 / TEL 03-6261-2040令和元年10月調査データ

補強工事検討者が想定する補強工事の予算と、補強工事実施者から得られた工事実施金額の集計を並べてま

とめました。工事実施金額は1～2ページに掲載している「耐震診断データ」の数字を用いています。

※本集計の工事検討者と実施者は同一人物ではありません

①「100万円未満」の回答は、検討者53％に対し、工事実施者は28％

②「200万円未満」でまとめると検討者79％、実施者68％

③新耐震(81-00木造住宅)で「100万円未満」と答えた割合は、検討者62％、実施者32％だった

　補強工事検討者の予算と実際の補強工事金額に差がありました。「100万円未満」の割合は25％の差でしたが、

「200万円未満」では11％に縮まりました。

　検討者の住宅と同年代の施工事例や一箇所当たりの補強工事金額の目安を伝える等、検討者の予算との乖離を減ら

す工夫が求められます。また、事前に工事にかけられる予算を確認しておき、予算内で可能な最大限効果のある耐震補

強工事を提案する技術力も必要といえます。
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